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 まがたま 令和５年 ６月２８日
豊玉中学校だより Ｎｏ．３

一人一人が輝く学校・地域と共に歩む学校

【E-mail】shimura.osamu@nerima-tky.ed.jp
【URL】 http://www.toyotama-j.nerima-tky.ed.jp

３週間ほど前、「コロンビアのジャングルで子どもが４人発見され、救助された。」

とテレビやネットで報道されました。それも行方不明になってから４０日後の発見で

「奇跡」という言葉を使う人がいました。私もそのニュースを見て「奇跡」としか思い

ませんでした。さらに救出された子どもが中学生くらいの年齢と思い込んでいたのです

が、一番年上の姉が１３歳で、９歳、４歳、約１歳の弟や妹の４人でだったことに驚き

ました。自分にも息子が３人いますが、１歳の赤ちゃんの食事などミルクや離乳食しか

思いつきもしません。しかし、日本で言えば中学１年生に該当する１３歳の女の子は３

人に食事を与えるなど守りながら４人で生き抜いてきたのです。簡易的な住居も作り、

寒暖差のあるジャングルの中で４０日間生き続けていたのです。

しかし、子どもたちの父親は「ジャングルの中で生き抜く方法を教え込んであるので

「奇跡」ではない。」といったコメントを残し、一ヶ月以上経っても生きて発見される

と信じていたそうです。このとき私は、「学習って本当に大切なんだな。」と感じまし

た。食べ物を選別したり暑さ寒さをしのいだりするための知識や技能を学び、その知識

や技能をどうやって使うか考え（思考し）、どのような状況・場面で使うかを判断し、

行動・実行する（表現する）。学校で各教科や生活を通して学習し中学生に身に付けて

ほしい力が、自分の力で生きていくために大切なんだと改めて感じました。とはいえ、

「日本はジャングルではないし、学習しなくても死ぬことはない。」と反論する人がい

るかもしれません。ジャングルで生き抜くための学習は必要ではないかもしれません

が、日本で大人になって生きるための学習は必要です。子どものうちは大人が助けてく

れますが、自分の力で解決し生きていくには学習が必要になるのです。それでも、「二

次方程式は大人になっても使わない。」と言う人もいるでしょう。確かに二次方程式は

使わないかもしれませんが、数学を学ぶことで論理的思考力（筋道を立てて考える力）

が身に付きます。そればかりか教科や学習内容に選り好みをしてしまうと自分自身の可

能性を狭め、選択肢を減らすことになるのです。将来の夢や希望が明確になり、夢中に

なって取り組みたいことができたとき、学力で諦めざるを得ないことになってしまった

らとても残念なことだと思いませんか？大きく広がる未来の可能性が狭くなってしまう

のは辛いことです。また、これから世界は予測不能で、経験したことのない課題に直面

すると言われています。だからこそ、たくさんの選択肢をもっていたほうがよいのでは

ないでしょうか？

大人になって「もっと学習しておけばよかった。」と後悔をしないよう、「学習する

時間がたくさんある学生のうちに、嫌なことから逃げずに、自分を鍛えておくべきであ

る。」と私は確信するとともに、みなさんへのアドバイスとしておきます。

学習のすすめ
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７月 ４日（火） １年イングリッシュキャンプ事前健康診断

７月 ５日（水） ３年修学旅行保護者会

７月 ７日（金）から７月１４日（金）まで 全学年個人面談

※期間中午後３時３０分まで自宅学習

７月 ８日（土） 土曜授業・学校公開

７月１９日（水） 大掃除

７月２０日（木） １学期終業式

７月２１日（金）から７月２３日（日）まで １年イングリッシュキャンプ（軽井沢）

～受け継がれる思い～

台風２号の接近に伴い、天候不順の日が続き練習場所や時間が限定され、さらに雨天

のため６月６日（火）に順延となった、天気に泣かされる運動会となりました。

しかし、全体スローガン「一心結絆（いっしんけっぱん）」のもと、生徒が躍動した

運動会でした。右上の写真にあるスローガンは、実行委員会が対話を重ね、今年度の運

動会への熱いメッセージを込めた言葉です。「全員が楽しめること」と「勝利に向かう

姿勢」が融合された思いの下、ひたむきに取り組むことで「絆」が生まれる、そのよう

な願いを込めました。その実現のために、実行委員としてどんなことができるのか、集

団をどうリードしていくのかを考え、行動しました。

競技では、作戦を立て練習をし、本番は最高のパフォーマンスを見せてくれました。

４年ぶりの復活競技や、新たな発想から誕生した競技もあり、例年にない盛り上がりを

見せてくれました。演技では、豊玉中学校伝統のダンスパフォーマンスが今年度も見る

人を魅了していました。加えて、３年生のダンスは新たな取組にチャレンジをし、感動

を与えてくれました。

競技ではクラスのために、演技では見ている人のために全力を尽くし、勝ち負けの喜

びや悔しさ、そしてみんなで取り組むことの楽しさを味わうことができたのではないで

しょうか。行事を通して気付いたこと・学んだことを活かして、より良い学級や学年、

学校を創りあげていく。この姿勢は豊中生に受け継がれている姿です。生徒の皆さんが

どんな学級・学年、そして学校を創りあげていくのか、楽しみにしています。

主幹教諭 江澤 尊宏

各学級制作のポスターを添えた得点掲示板（素敵なポスターは、学級に掲示されています。） ３年生のチア・応援団

７月の主な予定


